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【目的】生薬 ｢甘草 (カンゾウ)｣はマメ科多年生草本ウラルカンゾウ (GlycJT頭1'za

LHlalensl'S)などの地下部から得られる｡主薬用成分はトリテルペンサポニンのグリチルリ

チン酸である｡高品質な生薬甘草の供給には一定以上のグリチルリチン酸含有量が必要で

ある｡そのためグリチルリチン酸の生合成機構の解明は重要である｡近年､カンゾウ属植

物のグリチルリチン酸生合成酵素遺伝子の解明が精力的に進展しており､グリチルリチン

酸生合成過程の上流前駆体β-amyrinから中間体 11-oXo-β-amyrlnにいたる酵素遺伝子

CWffD6が見出された｡本研究ではCWffD6遺伝子のG.wale17Sj'S植物体内での機青鯛牢析

ならびに培養細胞でのグリチルリチン酸生産を目的として､CWffD6遺伝子を過剰発現す

る毛状根培養の作出に取り組んだ｡

【方法】a.LLralensl'Sより単離したCWffD6遺伝子cDNAをCaMV35Sプロモーター下におき､

(芸甲)(SGFp-SE57)遺伝子を選抜マーカーとしたバイナリーベクターを構築した｡このベクタ

ーをAgTObacretj'Lmrhl'zoge17eS(ATCC15834)を介してG.walensj'S-の再導入を試みた｡

【結果 ･考察】742個の毛状根クローンを得て､GFP緑色蛍光が認められる121クローンを

選抜した (GFP発現率 :16.30/.)｡選抜したクローンから増殖が旺盛な14クローンをさらに

選抜した｡グリチルリチン酸の定量分析を行った結果､コントロールに対して最大で4倍の

グリチルリチン酸含有量を示す毛状根クローンを見出した｡


